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次世代の薬剤モダリティとして期待される中分子領域の分子量を有し、非ペプチド性・sp3炭素を豊富に有する

分子群の設計・合成法やライブラリーの拡充、さらには創薬リード分子の開発が期待される。
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天然物類似化合物群による細胞機能制御
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　植物が生産する天然物の生合成中間体模倣化合物を合成し、かご状錯体で捕捉した (Angew. Chem. Int. Ed. 2023, 62,

e202305122)。X線結晶構造を解明し、生合成系での付加環化反応直前のコンフォメーションを実証した。

　また、C2対称型アルカロイド骨格を基盤とした8の字型マクロ環状化合物群を開発した (Angew. Chem. Int. Ed. 2024, e202318548.)。

簡便な合成プラットフォームを開発し、円偏光発光を示す7種の分子を合成した。
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